
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
三
月
二
十
七
日
発
行

『
大
倉
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論
集
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第
七
十
一
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人

　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
） 

　
　
―
第
二
十
五
回
特
別
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
―

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
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綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
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る
（
一
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大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）�

　
　
―
第
二
十
五
回
特
別
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
―

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

　

第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
は
、
横
浜
市
港
北
区
日
吉
本
町
の
出
身
で
あ
る
。
圧
倒
的
な
強
さ
で
み
せ
た
目
ざ
ま
し
い
昇
進
、
近
代
的

体
型
に
都
会
的
な
風
貌
。
そ
し
て
、
熱
心
な
親
孝
行
ぶ
り
に
子
ど
も
や
女
性
か
ら
も
人
気
を
得
、
多
く
の
相
撲
フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
た
。

昭
和
初
期
の
角
界
を
代
表
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
当
時
の
花
形
力
士
で
あ
る
。
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
令
和
六
年
（
二
〇
二

四
）
現
在
で
も
、
神
奈
川
県
出
身
の
横
綱
は
、
武
蔵
山
た
だ
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
様
々
な
不
運
が
重
な
り
横
綱
に
な
っ
て
か
ら
活
躍

出
来
な
か
っ
た
た
め
に
悲
劇
の
横
綱
と
呼
ば
れ
た
こ
と
や
、
入
れ
違
い
に
双
葉
山
の
連
勝
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
武
蔵
山
に
関
す

る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
真
偽
不
詳
の
逸
話
が
検
証
も
さ
れ
な
い
ま
ま
孫
引
き
さ
れ
る
状
況
が
今
も
続
い
て
い
る
。

　

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
で
は
、
活
動
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
の
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
普

及
」
を
掲
げ
て
い
る
。
武
蔵
山
が
当
研
究
所
の
立
地
し
て
い
る
港
北
区
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
研
究
所
で
は
地
域
ゆ
か
り
の
人
物
で
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令
和
七
年
三
月

あ
る
武
蔵
山
関
連
資
料
を
長
年
幅
広
く
蒐
集
、
研
究
し
て
き
た
。
地
元
在
住
の
寺
田
秀
治
氏
は
、
そ
う
し
た
活
動
に
御
理
解
を
示
さ
れ
、

武
蔵
山
関
連
資
料
を
中
心
と
し
た
昭
和
前
期
の
資
料
を
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
か
ら
四
〇
回
余
り
に
わ
た
り
数
多
く
ご
寄
贈
下
さ
っ

て
い
る
。
そ
の
資
料
は
、
現
在
で
は
当
研
究
所
所
蔵
の
武
蔵
山
関
連
資
料
の
主
要
部
分
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
資
料

群
を
活
用
し
た
研
究
の
成
果
を
公
開
し
、
武
蔵
山
の
実
像
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
第
十
五
回

特
別
資
料
展
「
第
三
十
三
代
横
綱 

武
蔵
山
展
―
日
吉
か
ら
大
相
撲
の
頂
点
へ
―
」
を
横
浜
市
港
北
図
書
館
一
階
の
港
北
ま
ち
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
開
催
し
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
武
蔵
山
関
連
の
資
料
展
を
八
回
、
講
演
会
を
三
回
開
催
し
て
き
た
。

　

第
二
十
五
回
特
別
資
料
展
「
横
綱
武
蔵
山
と
昭
和
初
期
の
相
撲
資
料
展
」
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
八
日
（
金
）
～
四
月
十

七
日
（
水
）
の
会
期
に
て
、
横
浜
市
港
北
図
書
館
を
展
示
会
場
と
し
て
開
催
し
た
（
会
期
日
数
は
四
十
日
）。
パ
ネ
ル
枚
数
を
従
来
よ
り

も
増
や
し
、
昭
和
初
期
に
流
行
し
て
い
た
「
写
真
番
付
」（
力
士
の
写
真
で
表
し
た
番
付
）
の
原
物
を
多
数
展
示
す
る
こ
と
で
見
学
者
が

視
覚
で
も
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ま
た
、
武
蔵
山
を
含
む
昭
和
初
期
の
横
綱
四
名
の
実
寸
手
形
を
設
置
。
力
士
の
身
体
の
大
き
さ
が

実
感
で
き
る
体
験
型
展
示
を
行
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
当
該
資
料
展
の
報
告
の
形
式
を
取
り
な
が
ら
、
所
蔵
資
料
群
を
通
し
て
新
た
に
見
え
て
き
た
武
蔵
山
の
生
涯
を
詳
細
に
た

ど
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
展
示
パ
ネ
ル
の
記
述
は
、
長
年
に
わ
た
る
詳
細
な
学
術
的
調
査
と
研
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
展
示
パ
ネ
ル
と

い
う
性
格
上
、
記
述
は
結
論
の
み
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
文
末
の
脚
注
に
お
い
て
個
々
の
学
術
的
検
証
や
多
様
な
典
拠
資
料
等

を
記
載
し
た
。

　

な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
内
容
を
複
数
回
に
分
割
し
、
今
年
度
は
パ
ネ
ル
全
二
十
五
枚
中
六
枚
分
の
報
告
と
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
一
部

に
適
宜
加
筆
修
正
を
施
し
た
。
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第
二
十
五
回
特
別
資
料
展　

ご
あ
い
さ
つ

　

第
三
十
三
代
横
綱
武
蔵
山
（
本
名
：
横
山
武
）
は
、
横
浜
市
港

北
区
日
吉
本
町
の
出
身
で
、
現
在
で
も
神
奈
川
県
出
身
唯
一
の
横

綱
で
す
。
武
蔵
山
は
圧
倒
的
な
強
さ
で
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
と
、
筋

肉
質
で
均
整
の
と
れ
た
体
躯
に
端
正
な
顔
立
ち
で
、
子
ど
も
や
女

性
に
も
人
気
と
な
り
、
多
く
の
相
撲
フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
ま
し
た
。

　

母
親
思
い
の
孝
行
息
子
と
し
て
知
ら
れ
た
武
蔵
山
は
、
巡
業
先

で
は
必
ず
母
親
宛
に
手
紙
や
お
土
産
を
送
り
、
場
所
後
の
休
日
に

は
、
日
吉
の
生
家
に
帰
っ
て
農
業
を
手
伝
い
、
家
族
と
語
り
合
う

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
武
蔵
山
が
生
ま
れ
た
港
北
区
で
は
現
在
で
も
、
綱
島
・

新
羽
・
大
倉
山
の
三
ヶ
所
に
土
俵
が
あ
り（

（
（

、
毎
年
子
ど
も
相
撲
大

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
方
の
支
え
の
下
で
相
撲
へ
の
活

発
な
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
横
浜
出
身
の
幕
内
力
士
が
誕
生
し
、
二
〇
二
四
年
四

月
二
十
日
に
は
「
大
相
撲
横
浜
ア
リ
ー
ナ
場
所
」
も
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、
地
域
ゆ
か
り
の
横
綱
武
蔵
山
と
武
蔵
山
が
活

躍
し
た
昭
和
初
期
の
相
撲
資
料
を
紹
介
す
る
展
示
会
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
①　

武
蔵
山 

略
年
譜

　

第
三
十
三
代
横
綱
武
蔵
山
（
本
名
：
横
山
武
）
は
、
明
治
四
十

二
年
（
一
九
〇
九
）
十
二
月
五
日（

（
（

、
橘
樹
郡
日
吉
村
字
駒
林（

（
（

の
裕

福
な
農
家（

（
（

で
あ
っ
た
父
横
山
仁
平（

（
（

・
母
す
ゞ
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
十
五
歳
で
出
羽
海
部

屋
に
入
門
、
十
六
歳
で
初
土
俵
を
踏
み
ま
す
。
十
九
歳
で
入
幕
を

果
た
す
と
、
二
十
一
歳
で
大
関
昇
進
、
二
十
五
歳
で
最
高
位
の
横

綱
と
な
り
ま
す
。
三
十
歳
で
引
退
し
て
年
寄
出
来
山
（
の
ち
に
不

知
火
）
を
襲
名
し（

（
（

、
大
日
本
相
撲
協
会
の
理
事
も
務
め
ま
し
た（

（
（

が
、

戦
後
す
ぐ
に
廃
業
し
て
相
撲
界
を
去
り
ま
す（

（
（

。

　

晩
年
は
生
地
の
日
吉
で
過
ご
し
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六

九
）
に
五
十
九
歳
で
心
筋
梗
塞
の
た
め
亡
く
な
り
ま
し
た（

（
（

。
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令
和
七
年
三
月

【
表
１
】
武
蔵
山
略
年
譜

西
暦

和
暦

満
年
齢

武
蔵
山
の
動
向

社
会
・
相
撲
協
会
の
動
向

1909年
明

治
42年

０
【

12月
５

日
】

� 橘
樹

郡
日

吉
村

字
駒

林
に

父
横

山
仁

平
・

母
す

ゞ
の

長
男

と
し

て
生

ま
れ

る
。

1916年
大

正
５

年
６

【
４

月
】

尋
常

駒
林

小
学

校
（

現
日

吉
台

小
学

校
）

に
入

学
。

こ
の

間
、

父
が

カ
ラ

フ
ト

へ
失

踪
す

る
。

19 22年
大

正
11年

12
【

３
月

】
尋

常
駒

林
小

学
校

（
現

日
吉

台
小

学
校

）
を

卒
業

。
19 23年

大
正

12年
13

【
９

月
】

関
東

大
震

災
。

1924年
大

正
13年

14
こ

の
頃

、
近

在
の

草
相

撲
に

出
か

け
て

は
、

母
親

の
た

め
多

く
の

懸
賞

品
を

持
ち

帰
る

。
ま

た
、

多
摩

川
丸

子
の

青
年

相
撲

大
会

に
出

場
。

【
10～

11月
】

第
１

回
明

治
神

宮
競

技
大

会

1925年
大

正
14年

15

武
隈

親
方

が
横

山
武

家
に

来
訪

。
【

秋
】

出
羽

海
部

屋
に

正
式

入
門

。
【

４
月

】
�摂

政
宮

（
の

ち
の

昭
和

天
皇

）
の

誕
生

日
を

祝
賀

し
て

台
覧

相
撲

開
催

、
そ

の
下

賜
金

で
優

勝
賜

盃
を

作
成

。
【

11月
】

引
分

・
預

り
を

廃
止

し
、

取
直

し
制

度
を

定
め

る
。

【
1 2月

】
�東

京
大

角
力

協
会

の
申

請
に

よ
る

財
団

法
人

大
日

本
相

撲
協

会
の

設
立

が
認

可
さ

れ
る

。

1926年
大

正
15年

16
【

１
月

】
初

土
俵

、
新

序
出

世
。

【
５

月
】

西
序

ノ
口

19枚
目

に
昇

進
【

２
月

】
日

吉
駅

開
業

。

1927年
昭

和
２

年
17

【
１

月
】

東
序

二
段

28枚
目

に
昇

進
。

【
５

月
】

西
三

段
目

48枚
目

に
昇

進
。

【
１

月
】

�東
京

・
大

阪
両

協
会

が
正

式
合

併
、

大
日

本
大

角
力

協
会

が
成

立
、

合
同

番
付

発
表

、
年

４
回

本
場

所
興

行
（

１
月

・
５

月
の

東
京

場
所

、
春

秋
の

関
西

場
所

）
を

設
け

る
。

【
５

月
】

日
本

大
角

力
協

会
に

改
称

。

1928年
昭

和
３

年
18

【
１

月
】

西
幕

下
25枚

目
に

昇
進

。
【

５
月

】
東

幕
下

２
枚

目
に

昇
進

。
【

１
月

】
�財

団
法

人
大

日
本

相
撲

協
会

に
改

称
。

仕
切

り
時

間
を

制
限

、
全

十
両

力
士

は
11日

間
連

日
出

場
、

ラ
ジ

オ
の

実
況

中
継

放
送

開
始

。
【

３
月

】
不

戦
勝

制
度

を
確

立
。

1929年
昭

和
４

年
19

【
１

月
】

西
十

両
４

枚
目

に
昇

進
。

【
５

月
】

新
入

幕
、

東
前

頭
８

枚
目

に
昇

進
。

／
海

軍
記

念
日

天
覧

相
撲

優
勝

。

1930年
昭

和
５

年
20

【
１

月
】

東
前

頭
２

枚
目

に
昇

進
。

【
５

月
】

東
小

結
に

昇
進

。
【

１
月

】
� 千

秋
楽

で
武

蔵
山

と
朝

潮
（

男
女

ノ
川

）
の

対
戦

が
人

気
を

よ
び

、
1912

年
（

明
治

45）
１

月
以

来
18年

振
り

に
満

員
札

止
め

。
【

４
月

】
明

治
以

来
初

め
て

と
な

る
皇

居
内

で
の

天
覧

相
撲

開
催

。

1931年
昭

和
６

年
21

【
３

月
】

関
西

本
場

所
優

勝
旗

手
。

【
５

月
】

会
誌

『
武

蔵
山

』
刊

行
。

夏
場

所
で

初
の

幕
内

最
高

優
勝

。
【

10月
】

�関
西

本
場

所
９

日
目

の
沖

ツ
海

戦
で

右
肘

を
負

傷
、

そ
の

後
の

力
士

人
生

に
お

い
て

致
命

傷
と

な
る

。
／

次
場

所
か

ら
の

大
関

昇
進

が
決

定
。

【
４

月
】

� 天
覧

相
撲

開
催

、
こ

れ
を

機
に

上
俵

の
直

径
を

13尺
（

３
m

94㎝
）

か
ら

1 5尺
（

４
m

55 ㎝
）

に
改

め
、

二
重

土
俵

を
一

重
、

土
俵

の
屋

根
を

神
明

造
り

に
す

る
。

1932年
昭

和
７

年
22

【
１

月
６

日
】

春
秋

園
事

件
に

参
加

し
、

大
日

本
相

撲
協

会
を

離
脱

。
【

１
月

25日
】

相
撲

協
会

に
復

帰
。

【
１

月
６

日
】

春
秋

園
事

件
が

起
こ

り
、

参
加

力
士

が
大

日
本

相
撲

協
会

を
脱

退
。

【
２

月
】

残
留

力
士

に
よ

る
改

正
番

付
を

作
り

、
部

屋
別

総
当

り
制

８
日

間
興

行
に

す
る

。
【

４
月

】
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

設
立
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1933年
昭

和
８

年
23

【
５

月
】

海
軍

記
念

日
天

覧
相

撲
第

２
位

。
【

１
月

】
脱

退
力

士
の

大
半

（
革

新
力

士
団

）
が

相
撲

協
会

に
帰

参
。

【
２

月
】

関
西

本
場

所
を

中
止

し
、

春
夏

２
回

の
東

京
本

場
所

に
戻

る
。

【
９

月
】

関
脇

沖
ツ

海
が

フ
グ

中
毒

の
た

め
死

亡
。

1934年
昭

和
９

年
24

【
６

月
】

第
４

回
相

撲
選

士
権

大
会

優
勝

。
【

９
月

】
日

吉
の

実
家

を
新

築
す

る
。

【
４

月
】

慶
應

義
塾

大
学

日
吉

キ
ャ

ン
パ

ス
オ

ー
プ

ン
。

193 5年
昭

和
10年

25
【

５
月

】
番

付
編

成
会

議
で

横
綱

昇
進

決
定

。
／

天
覧

相
撲

優
勝

。
【

６
月

】
第

５
回

相
撲

選
士

権
大

会
優

勝
。

【
11月

】
� 横

綱
免

許
状

授
与

式
。

／
第

８
回

明
治

神
宮

体
育

大
会

全
日

本
力

士
選

士
権

大
会

第
２

位
。

1936年
昭

和
11年

26
【

１
月

】
９

日
目

よ
り

休
場

。
【

５
月

】
全

日
程

休
場

。
【

５
月

】『
相

撲
』（

大
日

本
相

撲
協

会
発

行
）

創
刊

。
【

1 2月
】

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
が

財
団

法
人

に
な

る
。

1937年
昭

和
12年

27
【

１
月

】
全

日
程

休
場

。
【

５
月

】
全

日
程

休
場

。
【

11月
】

第
９

回
明

治
神

宮
体

育
大

会
全

日
本

力
士

選
士

権
大

会
第

３
位

。

【
４

月
】

日
吉

村
を

二
分

し
て

横
浜

市
と

川
崎

市
に

編
入

す
る

。
【

５
月

】
こ

の
場

所
か

ら
13日

間
興

業
に

な
る

。

1938年
昭

和
13年

28
【

１
月

】
10日

目
よ

り
休

場
。

【
５

月
】

７
勝

６
敗

。

1939年
昭

和
14年

29
【

１
月

】
全

日
程

休
場

。
【

５
月

】
全

日
程

休
場

。
【

12月
】

引
退

届
提

出
。

【
４

月
】

港
北

区
誕

生
。

【
５

月
】

こ
の

場
所

か
ら

15日
間

興
業

に
な

る
。

1940年
昭

和
15年

30
【

１
月

】
年

寄
「

出
来

山
」

を
襲

名
（

～
1943年

１
月

）、
勝

負
検

査
役

と
な

る
。

【
５

月
】

引
退

大
相

撲
。

【
１

月
】

東
西

制
復

活
。

1941年
昭

和
16年

31
【

５
月

】
横

綱
一

代
年

寄
制

設
定

。
1942年

昭
和

17年
32

【
１

月
】

仕
切

り
制

限
時

間
を

短
縮

。
1943年

昭
和

18年
33

【
１

月
】

年
寄

「
出

来
山

」
か

ら
「

不
知

火
」

に
名

跡
変

更
（

～
1945年

11月
）。

1944年
昭

和
19年

34
【

１
月

】
相

撲
協

会
理

事
就

任
。

【
２

月
】

国
技

館
が

軍
部

に
接

収
さ

れ
る

。

194 5年
昭

和
20年

35
【

11月
】

年
寄

を
廃

業
し

、
角

界
を

去
る

。
【

３
月

】
空

襲
の

た
め

国
技

館
被

災
。

【
10月

】
占

領
軍

に
国

技
館

が
接

収
さ

れ
る

。
1969年

昭
和

44年
59

【
３

月
15日

】
心

筋
梗

塞
の

た
め

自
宅

で
死

去
。

戒
名

「
松

影
院

宝
暦

武
心

信
士

」。

2019年
平

成
31年

【
３

月
】

没
後

50年
。

【
12月

】
生

誕
110年

。
※
令
和
元
年
（
2019）

の
第
15回

特
別
資
料
展
開
催
に
際
し
て
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
が
作
成
し
た
。
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令
和
七
年
三
月

パ
ネ
ル
②　

横
山
武
少
年
と
相
撲

怪
力
伝
説

　

小
学
生
の
時
に
父
が
あ
る
事
情
で
カ
ラ
フ
ト
に
去
り
、
母
と
五

人
の
兄
弟
は
苦
し
い
生
活
と
な
り
ま
し
た（

（1
（

。

　

心
優
し
い
武
少
年
は
、
母
を
助
け
て
必
死
に
働
き
ま
し
た
。
体

が
大
き
く
て
力
も
強
く
、「
大
人
」
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
ま
し
た（

（1
（

が
、
大
人
の
よ
う
に
働
く
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
写
真
「
日
吉
村
立
尋
常
駒
林
小
学
校
に
通
っ
た
頃
」

�
『
野
球
界
』
二
五
（
七
）
口

（
（1
（

絵

�
《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

武
少
年
と
赤
門
坂

　

横
山
武
家
の
門
前
に
は
、「
赤
門
坂
」
と
呼
ば
れ
る
急
坂
が
あ

り
ま
し
た（

（1
（

。
武
少
年
は
、
あ
る
時
子
牛
に
荷
車
を
引
か
せ
て
、
坂

を
登
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
牛
は
ど
う
し
て
も
上
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
武
少
年
は
荷
車
を
牛
か
ら
外
し
て
、
な
ん
と
自
分
で
引
っ

張
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た（

（1
（

。

・
写
真
「
赤
門
坂
を
上
か
ら
見
下
ろ
す
」

・
写
真
「
地
元
の
人
た
ち
と
の
集
合
写
真
」

�

『
野
球
界
』
二
五
（
七
）
口

（
（1
（

絵
《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

　

角
界
入
り
前
の
写
真
で
、
中
段
右
か
ら
三
番
目
が
武
少
年
で

撮影：平成30年（2018） ５ 月

大正 ９年（1920）度、 ５年生の
ときの集合写真です。武少年は
上段右端で、一番背が高い子で
した。
尋常駒林小学校は、現在の横浜
市立日吉台小学校です。
現在の駒林小学校は、昭和48年
（1973）に創立された別の小学校
です。



345

第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

す
。
村
の
青
年
団
員
と
し

て
ラ
ッ
パ
手
を
務
め
て
い

ま
し
た
。
ま
わ
り
の
人
と

は
肩
幅
が
ち
が
い
ま
す
。

入
門
の
き
っ
か
け

　

母
親
想
い
の
武
少
年
は
、
各
地
の
草
相
撲
に
出
か
け
て
は
懸
賞

品
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た（

（1
（

。
あ
る
時
、
多
摩
川
丸
子
の
青
年
相

撲
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
が
中
原
町
（
現
川
崎
市
中
原
区
）
町
長

の
目
に
留
ま
り
、
出
羽
海
部
屋
入
門
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
神
宮
競
技
大
会（

（1
（

の
謎

　

武
蔵
山
が
現
役
の
頃
か
ら
、
入
門
の
き
っ
か
け
は
明
治
神
宮
競

技
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
出
場
し

た
記
録
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん（

（1
（

。

・
写
真
「
母
親
の
横
山
す
ゞ
」

�

『
野
球
界
』
二
五
（
七
）
口

（
（1
（

絵
《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

　

父
親
不
在
の
中
、
母
親
の
横
山
す
ゞ
は
女
手
一
つ
で
子
供
五

人
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。
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令
和
七
年
三
月

（
引
用
者
注
：
武
蔵
山
は
）
根
が
小
さ
い
時
か
ら
非
常
に
一
石

の
男
で
し
て
負
け
ん
気
は
強
い
方
で
あ
り
ま
し
た
。《
中
略
》

私
と
致
し
ま
し
て
は
、
父
親
は
ゐ
な
い
し
ど
う
し
て
も
家
に
残

つ
て
家
督
を
継
い
で
ほ
し
い
も
の
だ
と
言
ふ
念
願
で
胸
が
一
パ

イ
で
あ
り
ま
し
た
の
で
最
初
は
あ
れ
の
相
撲
界
入
り
を
許
し
ま

せ
ん
で
し
た
。�
（
横
山
す
ゞ
「
子
を
語
る
」『
野
球
界
』
二
五
（
七（

（2
（

））

パ
ネ
ル
③　

出
羽
海
部
屋
へ
の
入
門

　

何
人
も
の
人
が
武
少
年
に
角
界
入
り
を
勧
め
る
中
で
、
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
秋（

（2
（

、
十
五
歳
で
出
羽
海
部
屋
に
入
門
し
ま
し

た
。
出
羽
海
親
方
の
命
を
受
け
た
武
隈
勇
治
郎
（
元
関
脇
・
両

国
）
が
横
山
武
家
に
日
参
し
、
複
数
回
に
わ
た
る
訪
問
で
よ
う
や

く
口
説
き
落
と
し
た
の
で
す（

（2
（

。

私
が
武
蔵
山
の
家
を
見
つ
け
る
の
に
は
随
分
か
ゝ
り
ま
し
た
よ
。

《
中
略
》（
引
用
者
注
：
一
度
あ
き
ら
め
て
帰
り
、
次
は
）
三
人

挽
き
の
人
力
車
に
乗
つ
て
行
き
ま
し
た
ね
。《
中
略
》
色
の
ま

つ
黒
な
金
仏
み
た
い
な
子
供
で
し
た
。
私
は
一
目
見
て
〝
こ
り

や
横
綱
に
な
る
〟
さ
う
思
ひ
ま
し
た
ね
。
武
蔵
で
す
。

�

（
武
隈
勇
治
郎
「
武
蔵
山
を
語
る
」『
野
球
界
』
二
八
（
八（

（2
（

））

・
写
真
「
武
隈
勇
治
郎
（
元
関
脇
・
両
国
）」

�

葉
書
「（
東
京
力
士
）
両
国
」《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

出
羽
海
部
屋

　

出
羽
海
部
屋
は
、
初
代
出
羽
ノ
海
金
蔵
（
後
の
運
右
衛
門
）
に

よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
寛
政
年
間
の
末
（
一
八
〇
〇
年
頃
）
に
設

立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す（

（2
（

。
相
撲
部
屋
の
名
門
で
、
現
存

す
る
部
屋
の
中
で
は
最
も
多
く
の
横
綱
（
九
名
）
を
輩
出
し
て
い

ま
す（

（2
（

。
武
少
年
の
入
門
前
後
は
部
屋
の
全
盛
期
で
あ
り
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
の
幕
内
番
付
の
片
側
二
〇
名
を
出
羽
海
部
屋
所

属
力
士
で
占
め
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た（

（2
（

。 （1892～1960年）
大正 ３年（1914）に
新入幕優勝したこと
で知られます。
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・
写
真
「
第
五
代 

出
羽
ノ
海
谷
右
衛
門
（
元
横
綱
・
常
陸
山
）」

�
正
司
實
男
『
出
羽
海
会
誌
』
口

（
（2
（

絵
《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　

「
角
聖
」
と
讃
え
ら
れ

た
第
十
九
代
横
綱
で
、

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

の
引
退
後
に
出
羽
ノ
海

部
屋
を
継
承
し
ま
し
た（

（2
（

。

数
多
く
の
弟
子
を
育
て
て
、
角
界
一
の
大
部
屋
へ
と
成
長
さ
せ

ま
し
た
。
武
蔵
山
の
兄
弟
子
で
、
後
に
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
天
竜

の
師
匠
で
も
あ
り
ま
す
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
死
去
。

・�

写
真
「
第
六
代　

武
蔵
山
の
師
匠　

出
羽
海
梶
之
助
（
元
小

結
・
両
国
）」

�

正
司
實
男
『
出
羽
海
会
誌
』
口

（
（2
（

絵
《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　

出
羽
ノ
海
谷
右
衛
門
の
死
去
後
に
、
六
代
目
と
し
て
出
羽
ノ

海
部
屋
を
継
承
し
ま
し
た（

（3
（

。
師
匠
と
し
て
武
蔵
山
を
横
綱
ま
で

育
て
上
げ
ま
し
た（

（3
（

。

・
写
真
「
昭
和
天
覧
角
力
」

�

『
国
際
写
真
情
報
』
九
（
六（

（3
（

）《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

昭和 ５年（1930） ４ 月29日開催の天覧相撲に際し
て撮影された東西力士集合写真です。
前列左から、天竜（最高位：関脇、当時東前頭筆
頭）、武蔵山（第三十三代横綱、当時東前頭二枚
目）、常ノ花（第三十一代横綱、当時東横綱）、宮
城山（第二十九代横綱、当時西横綱）、大ノ里（最
高位：大関、当時東大関）。
写真に写る力士の多くが出羽海部屋所属です。

（1874～1949年）

（1874～1922年）
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令
和
七
年
三
月

　

慣
れ
な
い
力
士
生
活
は
苦
し
く
、
武
少
年
は
逃
げ
帰
ろ
う
と
し

て
母
に
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す（

（3
（

。

武
蔵
山　

新
弟
子
時
代
の
回
想

新
弟
子
と
し
て
入
門
し
て
か
ら
、
一
ヶ
月
位
は
「
相
撲
と
り
」

で
は
な
く
「
お
客
様
」
に
す
ぎ
な
い
。
兄
弟
子
達
も
可
愛
が
っ

て
く
れ
る
、
辛
い
稽
古
も
し
な
い
で
す
む
。
し
か
し
、
一
ヶ
月

も
す
ぎ
る
と
猛
烈
な
稽
古
を
つ
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
前

相
撲
時
代
に
か
け
て
は
《
中
略
》
何
か
ら
何
ま
で
苦
し
い
こ
と

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

�

（
大
和
球
士
「
土
俵
の
哲
学
―
武
蔵
山
の
ノ
ー
ト
よ
り
―
」『
相
撲
』
六
（
七（

（3
（

））

四
股
名
の
謎

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
、
武
少
年
は
初
土
俵
を
踏
み

ま
す
。
こ
の
時
か
ら
「
武
蔵
山
」
を
名
乗
っ
て
い
た
と
す
る
説
が

有
力
で
す
が
、
最
初
は
「
多
摩
川
」
ま
た
は
「
玉
川
」
と
名
乗
り
、

翌
場
所
に
改
名
し
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す（

（3
（

。

パ
ネ
ル
④　

今
と
は
こ
ん
な
に
違
う
！
大
相
撲

　

武
蔵
山
が
現
役
だ
っ
た
昭
和
初
期
の
大
相
撲
は
、
現
在
と
は
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

賜
盃
の
制
作
と
大
日
本
相
撲
協
会
の
誕
生

・
写
真
「
賜
盃
」�

『
相
撲
』
一
（
一
）
口

（
（3
（

絵
《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　

大
正
時
代
ま
で
は
、
東
京
大
角
力
協
会
と
大
阪
大
角
力
協
会

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月

に
摂
政
宮
（
昭
和
天
皇
）
の
台
覧
相
撲
が
行
わ
れ
た
際
の
下
賜

金
に
よ
っ
て
賜
盃
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
両
協
会
が
合

併
へ
着
手
。
同
年
九
月
、
財
団
法
人
の
設
立
認
可
を
文
部
省
に

申
請
し
、
十
二
月
に
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
一
月
に
は
大
日
本
大
角
力
協
会
が
誕
生
。
同
年

賜盃は、本場所で幕
内最高優勝した力士
に授与される銀製の
カップです。
当初は正式名称を摂
政賜盃といいました
が、賜盃と名称を変
えました。現在もこ
の賜盃が使われてい
ます。
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五
月
に
日
本
大
角
力
協
会
へ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月

に
財
団
法
人
大
日
本
相
撲
協
会
へ
と
改
称
し
ま
し
た（

（3
（

。

　

様
々
な
ル
ー
ル
の
変
更　

　

そ
れ
ま
で
は
東
西
の
団
体
戦
で
優
勝
を
競
っ
て
い
ま
し
た
が
、

賜
盃
の
制
作
に
よ
っ
て
個
人
優
勝
制
度
が
確
立
し
ま
し
た（

（3
（

。
ま
た
、

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
引
分
や
預
り
が
廃
止
さ
れ
ま
す（

（3
（

。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
場
所
か
ら
は
、
相
手
方
休
場
の

場
合
に
不
戦
勝
と
す
る
ル
ー
ル
が
全
力
士
に
適
用
さ
れ
ま
し
た（

（4
（

。

　

仕
切
り
線
と
仕
切
り
時
間　

　

興
行
不
振
の
打
開
策
と
し
て
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月

場
所
か
ら
、
ラ
ジ
オ
の
実
況
中
継
放
送
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
っ
て
土
俵
中
央
に
仕
切
り
線
を
引
き
、
従
来
は
無
制
限
で

あ
っ
た
仕
切
り
時
間
に
制
限
を
設
け
ま
し
た（

（4
（

。

　

勝
負
検
査
役　

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
、
四
本
柱
を
背
に
し
て
座
っ
て

い
た
勝
負
検
査
役
が
土
俵
下
に
降
り
ま
し
た（

（4
（

。

　

土
俵
の
大
き
さ　

　

当
時
の
土
俵
は
俵
が
二
重
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
四
月
の
天
覧
相
撲
の
時
か
ら
、
内
側
の
俵
（
直
径

十
三
尺
、
三
・
九
四
メ
ー
ト
ル
）
を
取
り
払
っ
て
土
俵
の
直
径
を

現
在
と
同
じ
十
五
尺
（
四
・
五
五
メ
ー
ト
ル
）
に
拡
大
し
ま
し
た（

（4
（

。

武
蔵
山
の
声

（
引
用
者
注
：
昭
和
）
六
年
五
月
場
所
小
結
の
時
に
は
じ
め
て
、

大
き
い
土
俵
を
経
験
し
た
の
だ
が
、
と
り
た
て
て
困
っ
た
と
い

う
ほ
ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
も
土
俵
上
の
習
慣
は
根
強
い

も
の
で
、
よ
く
小
さ
い
土
俵
で
と
っ
て
い
る
つ
も
り
で
、
も
う

土
俵
際
だ
と
思
っ
て
ぐ
い
ぐ
い
押
し
て
行
っ
た
の
を
、
ピ
タ
リ

と
止
め
て
、
打
棄
り
を
警
戒
し
て
腰
を
落
し
に
か
か
る
と
ま
だ

土
俵
際
に
は
大
分
間
が
あ
っ
て
驚
い
た
こ
と
が
時
に
あ
っ
た
。

《
中
略
》
七
年
の
春
場
所
に
は
、
そ
の
方
が
と
り
や
す
く
な
っ

て
い
た
。《
中
略
》
大
き
い
土
俵
は
実
力
あ
る
者
に
幸
い
し
、

変
化
に
と
ん
だ
相
撲
を
も
う
み
つ
つ
あ
る
。

�

（
大
和
球
士
「
土
俵
の
哲
学
―
武
蔵
山
の
ノ
ー
ト
よ
り
―
」『
相
撲
』
六
（
七（

（4
（

））
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『
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一
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令
和
七
年
三
月

屋
根
の
変
化

・
写
真
「
神
明
造
り
の
屋
根
と
四
本
柱
」

�

『
相
撲
』
一
（
一
）
口

（
（4
（

絵
《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　

土
俵
の
屋
根
は
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
の
天
覧
相
撲
を

機
に
、
そ
れ
ま
で
の
入
母
屋
造

り
か
ら
、
神
社
の
屋
根
を
模
し

た
神
明
造
り
と
な
り
ま
し
た（

（4
（

。

　

ち
な
み
に
、
四
本
柱
が
な
く

な
り
、
現
在
の
よ
う
な
吊
り
屋

根
と
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
七

年
（
一
九
五
二
）
で
す（

（4
（

。

場
所
数
の
変
遷

　

大
相
撲
の
本
場
所
興
行
は
、
一
月
と
五
月
の
東
京
場
所
の
み
で

各
十
一
日
間
で
し
た
が
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
か
ら
関
西
本

場
所
を
春
秋
二
回
持
つ
よ
う
に
な
り
、
年
間
四
場
所
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
春
秋
園
事
件
を
機
に
、
翌

年
か
ら
関
西
本
場
所
を
中
止
し
、
年
二
場
所
に
戻
り
ま
し
た
。

　

一
場
所
十
一
日
間
だ
っ
た
興
行
日
数
は
、「
双
葉
山
時
代
」
の

相
撲
の
人
気
に
よ
っ
て
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
場
所
か

ら
十
三
日
間
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
場
所
か
ら
十
五

日
間
興
行
と
な
り
ま
す（

（4
（

。

武
蔵
山
の
声

私
に
は
十
五
日
制
の
経
験
は
な
い
、
十
一
日
制
と
十
三
日
制
時

代
の
土
俵
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。
十
一
日
制
の
場
所
で
九
日

目
、
十
三
日
制
に
し
て
十
日
目
あ
た
り
に
な
る
と
必
ず
体
の
つ

か
れ
を
は
っ
き
り
感
じ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。

�

（
大
和
球
士
「
土
俵
の
哲
学
―
武
蔵
山
の
ノ
ー
ト
よ
り
―
」『
相
撲
』
六
（
七（

（4
（

））

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
野
球
等
の
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛
に

よ
り
、
相
撲
人
気
は
低
迷
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
か

ら
の
復
興
や
日
中
戦
争
の
勃
発
と
い
う
時
代
背
景
の
中
で
、
武
蔵

山
や
双
葉
山
な
ど
の
活
躍
に
よ
り
、
相
撲
は
再
び
人
気
を
博
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
相
撲
の
話
題
は
新
聞

の
ほ
か
、
運
動
全
般
を
扱
う
雑
誌
『
野
球
界
』
で
掲
載
さ
れ
る
程
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度
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
か
ら
は
、
相

撲
専
門
誌
『
相
撲
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
至
り
ま
す（

（5
（

。

・『
野
球
界
』
二
二
（
二
）
春
場
所
相
撲
号 

表
紙（

（5
（

�

《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

・『
相
撲
』
一
（
一
）
創
刊
号 

表
紙（

（5
（

�

《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

この表紙の力士は、武蔵
山です。
『野球界』は、野球界社
による雑誌です。東京本
場所が開かれる １月と ５
月の臨時増刊号に、相撲
記事が掲載されました。

『相撲』は、大日本相撲
協会による公式雑誌です。

パ
ネ
ル
⑤　

ス
ピ
ー
ド
出
世
―
初
優
勝
―

　

関
東
大
震
災
、
昭
和
恐
慌
、
世
の
中
に
は
深
刻
な
不
景
気
の
嵐

が
吹
い
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
に
満
十

九
歳
の
若
さ
で
入
幕
し
た
武
蔵
山
は
、
新
聞
で
「
未
来
の
横
綱
」

の
大
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
る（

（5
（

な
ど
、
暗
い
世
相
を
跳
ね
返
す
、
角

界
の
救
世
主
と
し
て
一
躍
人
気
の
頂
点
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
出
世

　

武
蔵
山
は
序
ノ
口
、
序
二
段
、
三
段
目
、
十
両
を
各
一
場
所
で

突
破
し
、
入
幕
ま
で
に
五
回
全
勝
し
た（

（5
（

こ
と
か
ら
、
当
時
の
流
行

語
か
ら
「
流
線
型
」
と
呼
ば
れ
た
り
、
ま
た
飛
行
機
に
例
え
ら
れ

た
り
し
ま
し
た（

（5
（

。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月　

初
土
俵（

（5
（

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月　
　

序
二
段

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
五
月　
　

三
段
目
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令
和
七
年
三
月

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月　
　

幕
下

・
写
真
「
幕
下
時
の
武
蔵
山
」

�

『
野
球
界
』
臨
時
増
刊 

一
八
（
二
）
挿

（
（5
（

画
《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

　

力
士
姿
の
写
真
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
数
え
で
十

八
歳
の
時
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
幼
さ
の
残
る
顔
立
ち
で
、
髷
も

し
っ
か
り
と
結
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月　
　

新
十
両

　

十
両
以
上
に
な
る
と
、
土
俵
入
り
の
際
に
化
粧
廻
し
を
付
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
化
粧
廻
し
は
、
後
援
会
や
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

等
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月　
　

新
入
幕（

（5
（

・
写
真
「
新
入
幕
時
の
武
蔵
山（

（5
（

」

�

「
昭
和
四
年
五
月
場
所
改
正 

新
版
大
日
本
相
撲
協
会
力
士
写
真
番
附
」

�

《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

「番付」昭和 ２年（1927） ５ 月場所
（西三段目）
� 《大倉精神文化研究所所蔵》
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十
両
の
力
士
が
前
頭
に
昇
進
す
る
こ
と
を
入
幕
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
「
丸
に
三
つ
柏
」
紋（

（6
（

の
入
っ
た
化
粧
廻
し
は
、
刺
繍
の

文
字
「
鶴 
中
西
家 

見
」
か
ら
、
横
浜
市
鶴
見
区
で
醤
油
醸
造

業
を
営
ん
で
い
た
中
西
家
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
中
西
逸
平
は
武
蔵
山
会
の
会
員
で
し
た
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月　
　

小
結

　

番
付
表
は
、
力
士
の
順
位
を
示
し
た
公
式
の
表
で
あ
り
、
当
時

は
大
日
本
相
撲
協
会
が
印
刷
・
配
布
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月
、
弱
冠
二
十
歳
の
武
蔵
山
は
小

結
へ
と
昇
進
し
ま
す
。「
武
蔵
国
」
出
身
だ
か
ら
武
蔵
山
な
の
で

す
が
、
出
身
地
が
神
奈
川
県
で
あ
る
た
め
で
し
ょ
う
か
、「
相

州
」（
相
模
国
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
出
世
に
認
識

が
追
い
付
か
ず
、
協
会
が
間
違
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月　
　

大
関（

（6
（

・
写
真
「
大
関
昇
進
時
の
武
蔵
山
」

�

「
昭
和
七
年
五
月
場
所
改
正 

新
版
大
日
本
相
撲
協
会
力
士
写
真
番
附
」

�

《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

「番付」昭和 ５年（1930） ５ 月場所（東小結）
� 《大倉精神文化研究所所蔵》
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山
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令
和
七
年
三
月

　

小
結
か
ら
関
脇
の
位
を
飛
ば
し
、
大
関
へ
と
昇
進
し
た
武
蔵

山
。
顔
付
き
が
凛
々
し
く
な
り
、
力
士
ら
し
い
体
格
へ
と
成
長

し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
雲
龍

図
が
描
か
れ
た
化
粧
廻
し
は
、
新
入
幕
時
に
神
奈
川
県
武
蔵
山

後
援
会
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
五
月　
　

横
綱（

（6
（

武
蔵
山
の
得
意
技

　

寄
り
切
り
／
上
手
投
げ
／
下
手
投
げ
／
突
き
出
し（

（6
（

ス
ピ
ー
ド
あ
る
立
ち
合
い
か
ら
一
気
に
押
し
立
て
、
得
意
の
右

が
入
る
と
豪
快
な
下
手
投
げ
が
強
烈
。
し
か
も
、
足
腰
の
無
類

の
強
さ
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

�

（
野
宮
明
雄
『
昭
和
の
全
三
役
力
士
略
伝
』
私
家
版

（
（6
（

）

幕
内
優
勝　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
場
所

私
は
、
こ
の
場
所
中
、
全
く
何
の
気
な
し
に
角
力
つ
て
ゐ
た
の

で
す
。
優
勝
と
か
、
額
を
掲
げ
る
と
か
云
ふ
こ
と
は
考
へ
て
も

見
な
か
つ
た
し
、
ま
た
誰
が
優
勝
す
る
か
、
な
ど
も
思
つ
た
こ

と
も
な
か
つ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
千
秋
楽
の
日
、
は
た
の

人
か
ら
言
は
れ
て
、
初
め
て
さ
う
か
な
と
思
つ
た
位
で
す
。
迂

闊
だ
と
笑
は
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
う
つ
か
り
し
て

居
り
ま
し
た
。

　

※
角
力
つ
て
＝
争
う
っ
て･･･

「
相
撲
を
と
っ
て
」
の
意

�

（
武
蔵
山
武
「
う
つ
か
り
優
勝
し
た
」『
野
球
界
』
二
二
（
二（

（6
（

））

「番付」昭和11年（1936） １ 月場所
（西横綱）
� 《大倉精神文化研究所所蔵》
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第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

・
写
真
「
優
勝
時
の
武
蔵
山
」

　
（
上
）
時
事
新
報
社
の
優
勝
カ
ッ
プ

�

『
時
事
新
報
』
一
九
三
一
年
五
月
二
十
五
日
付（

（6
（

《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　
（
下
）
左
は
賜
盃
、
手
に
持
つ
の
は
東
日
寄
贈
杯

�

『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
五
月
二
十
五
日
付（

（6
（

《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

パ
ネ
ル
⑥　

後
援
会
「
武
蔵
山
会
」

　

武
蔵
山
の
地
元
で
は
、
飯
田
助
夫
を
会
長
と
す
る
「
神
奈
川
県

武
蔵
山
後
援
会
（
神
奈
川
地
方
武
蔵
山
後
援
会
）」
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
二
月
に
京
浜
在
住
の
後
援
者
が
企
画

し
て
、
石
井
庄
蔵
以
下
八
〇
名
を
発
起
人
代
表
と
す
る
全
国
組
織

「
武
蔵
山
会（

（6
（

」
を
結
成
し
、
五
月
に
会
誌
『
武
蔵
山
』
を
創
刊
し

ま
し
た
。

・
会
誌
『
武
蔵
山
』
創
刊
号 

表
紙（

（6
（

�

《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

　

武
蔵
山
に
関
す
る
貴
重
な

情
報
源
で
す
が
、
第
二
号
は

刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

す（
（7
（

。

武
蔵
山
応
援
歌

　

佐
藤
惣
之
助
作
詞
、
福
田
蘭
堂
作
曲（

（7
（

で
応
援
歌
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
二
番
と
四
番
の
歌
詞
を
紹
介
し
ま
す
。

二
、
晴
れ
の
勝
負
に　

花
咲
く
若
木

　
　

腕
は
高
鳴
る　
　

力
は
燃
え
る

　
　

あ
が
る
土
俵
は　

男
の
舞
台

　
　

男
は
千
両　
　
　

武
蔵
山
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯

　
令
和
七
年
三
月

　
　

武
蔵
山
勝
て
…
武
蔵
山
勝
て
…
勝
て
…

四
、
武
蔵
一
国　
　
　

や
つ
こ
り
や
さ
と
背
追
つ
て

　
　

注
飾
や
横
綱　
　

見
あ
て
に
や
立
た
ぬ

　
　

日
頃
錬
磨
の　
　

業
だ
め
し

　
　

頑
張
れ
頑
張
れ　

武
蔵
山

　
　

武
蔵
山
勝
て
…
武
蔵
山
勝
て
…
勝
て
…

・
写
真
「
武
蔵
山
と
武
蔵
山
会
」

�

『
武
蔵
山
』
創
刊
号
口

（
（7
（

絵
《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

後列右から、飯田九一（俳画家）、福田
正夫（詩人）、佐藤惣之助（詩人）、亀井
湘南（木琴奏者）。
前列右から、安東正臣（弁護士）、藤牧
玄雄（医者ヵ）、武蔵山、桑原源十郎（酒
商）。

引
退
相
撲
を
主
催

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
日
、
横
綱
武
蔵
山
の
引
退

相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
武
蔵
山
後
援
会
、
会
場
は
靖

国
神
社
相
撲
場
で
し
た（

（7
（

。
横
綱
、
大
関
以
下
多
く
の
力
士
が
出
場

し
、
翌
日
の
『
読
売
新
聞
』
神
奈
川
版
で
「
フ
ア
ン
多
数
押
し
か

け
て
極
め
て
盛
大
で
あ
っ
た
、《
中
略
》
往
年
天
下
の
人
気
を
独

占
し
た
強
豪
武
蔵
の
引
退
相
撲
に
相
応
し
い
情
景
だ
つ
た
」
と
報

道
さ
れ
ま
し
た（

（7
（

。

武
蔵
山
の
後
援
会
が
贈
っ
た
化
粧
廻
し

新
入
幕

・
写
真
「
神
奈
川
県
武
蔵
山
後
援
会
が
贈
っ
た
化
粧
廻
し
」

�

『
武
蔵
山
』
創
刊
号
口

（
（7
（

絵
《
寺
田
秀
治
氏
所
蔵
》

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
新
入
幕
を
祝
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
図
柄
は
飯
田
九
一
作
の
雲
龍
図
で
、
向
か
っ
て
左
端

に
「
為
武
蔵
山
君 

九
一
作
」
と
為
書
き
が
入
っ
て
お
り
、
下

に
は
「
神
奈
川
県 

武
蔵
山
後
援
会
」
と
刺
繍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

・
写
真
「
化
粧
廻
し
を
つ
け
た
武
蔵
山
」

�

葉
書
「
大
関 

武
蔵
山
武
」《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　

大
関
昇
進
前
後
の
武
蔵
山
を
写
し
た
写
真
。
廻
し
中
央
に
大

き
く
刺
繍
さ
れ
た
「
武
蔵
山
」
の
文
字
の
下
に
あ
る
「
後
援

会
」
は
、
ど
の
組
織
を
さ
し
て
い
る
の
か
不
明
で
す（

（7
（

。

大
関

・
写
真
「
武
蔵
山
会
が
贈
っ
た
化
粧
廻
し
を
つ
け
た
武
蔵
山
」

�

葉
書
「（
大
日
本
大
角
力
）
武
蔵
山
」《
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
》

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
月
、
大
関
昇
進
を
祝
っ
て
贈
っ

た
も
の
で
す
。

　

日
本
画
家
の
川
端
龍
子
が
描
い
た
唐
獅
子
が
、
淡
い
え
ん
じ
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯

　
令
和
七
年
三
月

の
手
ま
り
を
右
手
で
押
さ
え
て
い
ま
す
。
下
に
「
武
蔵
山
会
」

と
刺
繍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

横
綱
昇
進
時
に
は
、
川
合
玉
堂
（
飯
田
九
一
の
師
）
に
下
絵

を
描
い
て
も
ら
う
話
も
あ
り
ま
し
た（

（7
（

。

・
化
粧
廻
し
贈
呈
を
伝
え
る
記
事

�
『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
三
二
年
一
月
十
四
日
付
朝

（
（7
（

刊

注（
１
）　

横
浜
市
み
ど
り
環
境
局
二
〇
二
四
年
四
月
八
日
の
記
者
発
表
資
料

で
、
横
綱
照
ノ
富
士
か
ら
二
〇
二
四
年
度
中
に
新
横
浜
公
園
内
に

新
た
な
土
俵
が
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な
り
、

同
年
十
二
月
八
日
に
は
、
土
俵
造
り
が
着
工
さ
れ
た
。

（
２
）　

山
本
義
一
『
古
今
名
力
士
百
傑
伝
』（
大
橋
進
一
・
株
式
会
社
博

文
館
、
一
九
四
〇
年
一
月
十
九
日
）、「
第
33
代
横
綱　

武
蔵
山　

武
」（
日
本
相
撲
協
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
歴
代
横
綱
」、

https://w
w

w
.sum

o.or.jp/Y
okozuna/profile/33/

、
二
〇
二

四
年
十
二
月
六
日
最
終
閲
覧
）。

　
　
　

な
お
、
横
山
す
ゞ
「
子
を
語
る
」（『
野
球
界
』
第
二
五
巻
第
七
号
、

一
三
四
～
一
三
七
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
五
年
五

月
十
日
）
で
は
「
十
二
月
二
日
」
と
あ
る
が
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）　
「
日
吉
村
野
林
」（「
武
蔵
山
・
丙
種
の
黒
星
頂
戴
」、『
読
売
新
聞

朝
刊
』
一
九
三
〇
年
六
月
二
十
一
日
）、「
川
崎
在
日
吉
村
駒
井
」

（「
武
蔵
山
に
も
春
回
る
」、『
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
』
一
九
三
二
年

一
月
一
日
）
等
と
の
誤
記
も
見
ら
れ
る
。

（
４
）　
「
仁
平
さ
ん
の
家
は
米
穀
商
を
や
り
武
さ
ん
は
米
穀
を
東
京
の
方

に
売
り
出
し
に
牛
車
を
ひ
い
て
出
た
も
の
で
す
」（
川
村
融
「
教

へ
子
武
蔵
山
を
語
る
」、『
野
球
界
』
第
二
五
巻
第
七
号
、
一
三
四

春秋園事件渦中の新聞記事であり、武蔵山が大日本相
撲協会に復帰すれば、武蔵山後援会がこの化粧廻しの
贈呈式を行うことになっていると伝えています。
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第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

～
一
三
五
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
五
年
五
月
十
日
）、

「
横
山
家
は
、
江
戸
時
代
周
辺
の
三
ヵ
村
の
米
や
雑
穀
を
集
荷
す

る
仲
買
人
の
よ
う
な
役
目
を
も
つ
名
主
（
村
方
三
役
の
筆
頭
）
な

み
の
由
緒
あ
る
旧
家
で
、
多
く
の
田
畑
を
持
っ
て
い
た
」（
高
田

角
道
「
生
き
て
い
る
横
綱 

第
一
回 

三
十
三
代
・
武
蔵
山
武
」、

『
相
撲
』
第
一
五
巻
第
三
号
、
一
一
六
～
一
一
七
頁
、
池
田
恒
雄
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
六
六
年
三
月
十
五
日
）
と

の
記
述
も
あ
る
。

（
５
）　

仁
平
を
「
仁
兵
衛
」（
前
掲
注
3
『
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
』）
と
す

る
表
記
や
、
父
仁
平
を
兄
駒
林
仁
平
と
す
る
記
述
も
少
な
か
ら
ず

存
在
す
る
が
、
誤
記
で
あ
る
。

　
　
　
「
武
蔵
山
、
出
生
地
は
神
奈
川
県
橘
樹
郡
日
吉
村
駒
林
仁
平
氏
の

弟
横
山
武
こ
そ
本
名
、
明
治
四
十
二
年
生
れ
の
今
年
僅
か
に
十
八

歳
で
あ
る
が
、
既
に
身
長
六
尺
三
寸
、
体
量
三
十
貫
を
有
す
」

（
木
村
旭
東
「
又
一
人
角
界
に
稀
代
の
大
物
現
は
る
」、『
野
球
界
』

第
一
八
巻
第
二
号
、
一
〇
～
一
一
頁
、
菅
五
太
郎
・
野
球
界
社
、

一
九
二
八
年
一
月
十
日
）、「
武
隈
は
直
ち
に
と
あ
る
農
家
に
、
武

少
年
を
た
づ
ね
た
、
早
速
弟
子
に
く
れ
な
い
か
と
交
渉
し
た
が
、

主
人
は
も
と
よ
り
兄
の
駒
林
仁
平
君
が
頑
と
し
て
承
知
し
な
い
」

（「
武
蔵
山
が
今
の
相
撲
と
な
る
迄
」、『
野
球
界
』
第
二
〇
巻
第
二

号
、
五
九
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
〇
年
一
月
十
日
）。

こ
の
よ
う
に
、
前
掲
注
3
と
合
わ
せ
、
武
蔵
山
の
角
界
入
り
初
期

か
ら
メ
デ
ィ
ア
内
で
既
に
武
蔵
山
に
関
す
る
誤
情
報
が
拡
散
し
て

い
た
。
参
照
す
る
際
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
６
）　

名
跡
「
出
来
山
」
の
襲
名
披
露
は
、
断
髪
式
と
同
時
に
行
わ
れ
た

（「
武
蔵
山
の
断
髪
式
」、『
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
』
一
九
四
〇
年
一

月
十
一
日
。「
武
蔵
山
の
新
年
寄
姿
」、『
読
売
新
聞
朝
刊
』
一
九

四
〇
年
一
月
十
一
日
）。
ま
た
、「
不
知
火
」
へ
の
名
跡
変
更
は
、

当
時
の
番
付
に
「
勝
負
検
査
役
（
出
来
山
改
不
知
火
武
司
）」
と

あ
る
こ
と
か
ら
一
九
四
三
年
一
月
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　

な
お
、「
武
司
」
表
記
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、「
出
来
山
」
襲
名

直
後
の
一
九
四
〇
年
五
月
場
所
番
付
～
一
九
四
一
年
五
月
場
所
番

付
ま
で
は
「
出
来
山
武
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
四
二
年

一
月
場
所
以
降
は
「
出
来
山
武
司
」（「
不
知
火
」
へ
の
変
更
後
は

「
不
知
火
武
司
」）
と
な
っ
て
い
る
。「
司
」
の
文
字
の
有
無
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

（
７
）　
「
大
日
本
相
撲
協
会
彙
報
」（『
相
撲
』
第
九
巻
第
二
号
、
三
一
頁
、

彦
山
光
三
・
財
団
法
人
大
日
本
相
撲
協
会
、
一
九
四
四
年
二
月
一

日
）。

（
８
）　

一
九
四
五
年
十
一
月
場
所
（
十
一
月
十
六
～
二
十
六
日
、
於
両
国
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯

　
令
和
七
年
三
月

国
技
館
）
番
付
を
最
後
に
名
前
の
記
載
が
な
く
な
る
。
一
九
四
五

年
十
一
月
、
角
界
民
主
化
の
た
め
に
大
日
本
相
撲
協
会
の
全
役
員

が
理
事
長
宛
に
辞
表
を
提
出
し
て
お
り
（「
角
界
民
主
化
へ 

協
会

の
全
役
員
が
辞
表
提
出
」、『
読
売
新
聞
朝
刊
』
神
奈
川
版 

一
九

四
五
年
十
一
月
二
十
七
日
）、
こ
の
中
に
不
知
火
（
武
蔵
山
）
も

加
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
十
一
月
三
十
日
に
新
役
員

が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
再
任
さ
れ
た
理
事
も
多
い
が
、
不
知
火

（
武
蔵
山
）
の
名
は
無
い
（「
相
撲
協
会
新
役
員
」、『
読
売
新
聞
朝

刊
』
神
奈
川
版 

一
九
四
五
年
十
二
月
一
日
）。

（
９
）　
「
横
山
武
氏
」、『
読
売
新
聞
』
一
九
六
九
年
三
月
十
六
日
。
そ
の

他
に
、
野
宮
明
雄
『
昭
和
の
全
三
役
力
士
略
伝
』（
野
宮
明
雄
、

一
九
七
九
年
二
月
十
一
日
）、
前
川
正
男
「
と
う
よ
こ
沿
線
物
語

9 

日
吉
編
そ
の
1
」（
岩
田
忠
利
『
と
う
よ
こ
沿
線
』
橙
第
一
四

号
、
二
四
～
二
六
頁
、
岩
田
忠
利
・
東
横
沿
線
を
語
る
会
、
一
九

八
三
年
一
月
一
日
）
等
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
朝
日
新
聞
は
、
死
因
を
狭
心
症
と
し
て
い
る
（「
武
蔵
山

武
氏
」、『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
九
年
三
月
十
六
日
）。

（
10
）　

前
掲
注
４
川
村
融
「
教
へ
子
武
蔵
山
を
語
る
」
で
は
「
或
る
事
情

で
家
庭
を
離
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
し
て
い
る
。
ほ
か
、「
家
の
都
合

で
樺
太
へ
去
つ
て
」（
加
藤
進
「
新
横
綱
武
蔵
山
関
」、『
日
曜
報

知
』
第
二
二
一
号
、
一
二
頁
、
報
知
新
聞
社
、
一
九
三
五
年
六
月

二
日
）、「
馴
れ
ぬ
事
業
に
手
を
出
し
た
の
が
失
敗
の
も
と
、
金
に

つ
ま
つ
て
」（
花
村
哲
夫
「
天
晴
れ
若
き
新
横
綱 

武
蔵
山
の
母
子

愛
涙
話
」、『
婦
人
倶
楽
部
』
第
一
六
巻
第
七
号
、
二
〇
四
～
二
一

七
頁
、
新
井
兵
吾
・
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
三
五
年
七
月

一
日
）、「
父
親
は
カ
ラ
フ
ト
（
今
の
ソ
領
サ
ハ
リ
ン
）
へ
出
稼
ぎ

に
い
っ
た
ま
ま
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
」（
池
田
雅
雄
「
歴
代
横

綱
正
伝
58 

武
蔵
山
武
伝
」、『
相
撲
』
第
二
四
巻
第
一
三
号
、
一

五
二
～
一
五
五
頁
、
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、

一
九
七
五
年
十
一
月
十
五
日
）
等
、
原
因
に
つ
い
て
は
諸
説
記
載

が
あ
る
。
そ
の
他
に
口
伝
の
説
も
あ
る
が
、
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（
11
）　

前
掲
注
10
池
田
雅
雄
「
歴
代
横
綱
正
伝
58 

武
蔵
山
武
伝
」
参
照
。

ま
た
、「（
引
用
者
注
：
横
山
武
が
）
あ
ま
り
大
兵
な
の
で
、
悪
い

友
達
が
ノ
ツ
ポ
〳
〵
と
綽
名
」
し
た
と
い
う
（
陶
観
光
「
新
し
く

横
綱
に
な
つ
た
孝
子
武
蔵
山
」、『
少
年
倶
楽
部
』
第
二
二
巻
第
七

号
、
一
四
六
～
一
四
七
頁
、
須
藤
憲
三
・
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
三
五
年
七
月
一
日
）。
さ
ら
に
は
、
朋
輩
の
悪
童
か
ら
「
若

い
衆
の
生
徒
ハ
ン
、
若
い
衆
の
小
学
生
」
と
身
体
が
大
き
い
こ
と

を
か
ら
か
わ
れ
、「
僕
、
も
う
学
校
い
や
ぢ
や
、
ど
う
し
て
も
止

め
る
」
と
言
い
退
学
し
て
し
ま
っ
た
と
、
母
す
ゞ
が
イ
ン
タ
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第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

ビ
ュ
ー
で
語
っ
て
い
る
（「
人
気
の
花
形 

我
子
に
持
て
ば 

②
横

綱
の
母　

ニ
ュ
ー
ス
聞
か
ね
ば
御
飯
も
咽
喉
を
通
ら
な
い
」、『
東

京
朝
日
新
聞
朝
刊
』、
一
九
三
六
年
一
月
十
四
日
）。

　
　
　

一
方
で
、「
猫
背
の
非
力
な
少
年
だ
っ
た
」
と
す
る
新
聞
報
道
も

あ
る
（
前
掲
注
3
『
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
』）。

（
12
）　

口
絵
写
真
「
写
真
自
叙
伝 

武
蔵
山
関
の
巻
」（『
野
球
界
』
第
二

五
巻
第
七
号
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
五
年
五
月
十
日
）。

（
13
）　
「
赤
門
坂
」
の
名
前
は
、
坂
道
の
中
程
に
あ
る
横
山
氏
宅
に
由
来

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
武
蔵
山
の
家
は
、
こ
の
横
山
氏
宅
よ
り

少
し
坂
の
下
側
に
あ
っ
た
。『
創
設
30
年
記
念
誌 

日
吉 

目
で
見

る
日
吉
の
あ
ゆ
み
』（
日
吉
台
中
学
校
創
設
30
年
記
念
誌
委
員
会
、

一
九
八
〇
年
十
月
二
十
三
日
）
に
は
、
武
蔵
山
の
家
を
赤
門
坂
の

名
前
の
由
来
と
な
っ
た
「
横
山
氏
の
分
家
に
あ
た
る
」
と
書
い
て

い
る
が
、
聞
き
取
り
に
よ
る
と
現
在
両
家
共
に
そ
の
伝
承
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
。

（
14
）　

前
掲
注
9
前
川
正
男
「
と
う
よ
こ
沿
線
物
語
９ 

日
吉
編
そ
の
１
」、

「
日
吉
特
集
」（
岩
田
忠
利
『
と
う
よ
こ
沿
線
』
樫
第
三
二
号
、
三

九
頁
、
岩
田
忠
利
・
東
横
沿
線
を
語
る
会
、
一
九
八
六
年
二
月
二

十
日
）、
横
浜
市
立
駒
林
小
学
校
創
立
二
十
周
年
実
行
委
員
会
記

念
誌
部
『
横
浜
市
立
駒
林
小
学
校
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』（
横

浜
市
立
駒
林
小
学
校
創
立
二
十
周
年
実
行
委
員
会
、
一
九
九
三
年

六
月
二
十
六
日
）、
吉
山
昌
秀
「
日
吉
出
身
「
横
綱
武
蔵
山
」
物

語
」（『
か
な
が
わ
』
№
五
〇
七
、
神
奈
川
法
人
会
、
二
〇
一
二
年

九
月
十
日
）
等
。

（
15
）　

前
掲
注
12
「
写
真
自
叙
伝 

武
蔵
山
関
の
巻
」
参
照
。

（
16
）　

前
掲
注
2
横
山
す
ゞ
「
子
を
語
る
」
参
照
。

（
17
）　

明
治
神
宮
競
技
大
会
と
は
、
一
九
二
四
年
～
一
九
四
三
年
に
明
治

神
宮
外
苑
の
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
施
設
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た

全
十
四
回
の
国
家
的
体
育
行
事
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
の
第
三
回

大
会
よ
り
「
明
治
神
宮
体
育
大
会
」
と
名
称
を
変
更
。
明
治
天
皇

の
聖
徳
を
憬
仰
し
、
国
民
の
心
身
鍛
錬
・
精
神
作
興
を
目
的
と
し

た
（
横
浜
市
体
育
史
企
画
刊
行
委
員
会
・
横
浜
市
体
育
史
編
集
会

議
『
横
浜
ス
ポ
ー
ツ
百
年
の
歩
み
』、
横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務

局
体
育
課
、
一
九
八
九
年
三
月
三
十
一
日
。「
明
治
神
宮
競
技
大

会
」、
明
治
神
宮
歴
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
「
年
表
用
語
説
明
」、

https://w
w

w
.rekishidb.m

eijijingu.or.jp/glossary/detail.

php?id=16

、
二
〇
二
四
年
十
二
月
六
日
最
終
閲
覧
）。

（
18
）　

数
多
く
の
媒
体
で
、
横
山
武
（
武
蔵
山
）
が
明
治
神
宮
の
大
会
か

そ
の
県
予
選
に
相
撲
ま
た
は
砲
丸
投
げ
の
選
手
と
し
て
出
場
し
た

と
語
ら
れ
て
き
た
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯

　
令
和
七
年
三
月

　
　
　

新
聞
記
事
で
は
、「
廿
七
歳
で
こ
の
栄
冠 

武
蔵
山
が
横
綱
に
」

（『
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
』
一
九
三
五
年
五
月
二
十
二
日
）。

　
　
　

ま
た
、
雑
誌
記
事
で
は
、
前
掲
注
11
陶
観
光
「
新
し
く
横
綱
に
な

つ
た
孝
子
武
蔵
山
」、
江
馬
盛
「
諸
国
相
撲
帳
58 

神
奈
川
県

（
完
）」（『
大
相
撲
』
第
九
巻
第
六
号
、
一
一
四
～
一
一
七
頁
、
読

売
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
六
月
）、
横
川
橋
蔵
「
横
綱
む
か
し
か

ら
今
ま
で 
三
十
三
代
・
武
蔵
山
武
」（『
相
撲
』
第
一
三
巻
第
六
号
、

一
八
五
頁
、
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九

六
四
年
五
月
十
五
日
）、
前
掲
注
4
高
田
角
道
「
生
き
て
い
る
横

綱 

第
一
回 

三
十
三
代
・
武
蔵
山
武
」、
相
馬
基
「
武
蔵
山
逝
く
！

悲
運
の
横
綱
を
悼
ん
で
」（『
相
撲
』
第
一
八
巻
第
五
号
、
一
〇
八

～
一
〇
九
頁
、
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一

九
六
九
年
四
月
十
五
日
）、
前
掲
注
10
池
田
雅
雄
「
歴
代
横
綱
正

伝
58 

武
蔵
山
武
伝
」。

　
　
　

書
籍
で
は
、
前
掲
注
9
野
宮
明
雄
『
昭
和
の
全
三
役
力
士
略
伝
』、

景
山
忠
弘
・
小
池
謙
一
編
著
『
古
今
大
相
撲
力
士
事
典
』（
佐
藤

今
朝
夫
・
株
式
会
社
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
十
月
三
十
日
）、

小
坂
秀
二
『
昭
和
の
横
綱
』（
髙
橋
国
博
・
株
式
会
社
冬
青
社
、

一
九
九
四
年
一
月
二
十
五
日
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

し
か
し
、
武
蔵
山
自
身
は
「
従
来
、
私
に
つ
き
ま
し
て
、
書
い
て

く
れ
ま
し
た
新
聞
や
雑
誌
、
ま
た
立
派
な
書
物
な
ん
か
に
も
《
中

略
》
大
て
い
、
で
た
ら
め
で
す
よ
、
嘘
で
す
よ
。
そ
の
一
つ
は
、

私
が
、
相
撲
選
士
と
し
て
、
神
宮
相
撲
大
会
に
出
場
し
た
と
か
、

い
や
、
大
会
に
は
出
な
か
つ
た
が
、
県
下
、
即
ち
神
奈
川
県
の
予

選
で
は
大
い
に
活
躍
し
た
と
か
い
ふ
の
で
す
が
、
私
も
、
そ
の
予

選
に
出
る
こ
と
は
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
郡
（
橘
樹
郡
）
の
予
選

な
ん
で
す
。《
中
略
》
村
の
人
た
ち
か
ら
、
勧
め
ら
れ
て
出
た
の

で
す
が
、
結
局
私
は
、
郡
の
補
欠
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
た
う
と

う
、
県
の
予
選
に
は
出
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
大
正
十

三
年
の
話
で
す
」
と
、
明
治
神
宮
競
技
大
会
へ
の
出
場
を
否
定
し

て
い
る
（
武
蔵
山
武
「
武
蔵
山
縦
横
談
」、『
話
』
第
五
巻
第
二
号
、

三
四
～
四
三
頁
、
文
芸
春
秋
社
、
一
九
三
七
年
二
月
一
日
）。
ま

た
、『
第
一
回
明
治
神
宮
競
技
大
会
報
告
書
』（
内
務
省
衛
生
局
、

一
九
二
五
年
三
月
三
十
一
日
）
を
調
べ
て
も
、
出
場
選
手
中
に
横

山
武
の
名
前
は
無
い
。

　
　
　

武
蔵
山
の
談
話
に
一
番
近
い
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
、
会
誌

『
武
蔵
山
』
で
あ
る
。
同
誌
に
よ
る
と
、
一
九
二
五
年
四
月
上
旬

に
、
多
摩
川
丸
子
の
広
場
で
開
催
さ
れ
た
郡
連
合
青
年
団
の
競
技

会
に
相
撲
で
出
場
し
た
横
山
武
を
、
元
万
朝
報
記
者
石
井
七
三
が

見
て
、
そ
の
話
を
聞
い
た
橘
樹
郡
中
原
町
（
現
川
崎
市
中
原
区
）
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第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

町
長
の
安
藤
安
が
後
に
本
人
を
確
認
し
、
秋
元
春
朝
子
爵
を
介
し

て
出
羽
海
部
屋
へ
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い
る
（
安
藤
安

「
横
山
武
を
武
蔵
山
と
す
る
ま
で
」、『
武
蔵
山
』
創
刊
号
、
三
三

～
三
五
頁
、
武
蔵
山
会
、
一
九
三
一
年
五
月
）。
ま
た
、
同
誌
で

朝
山
憲
治
も
「
慥
か
大
正
十
四
年
の
春
と
記
憶
す
る
」
と
書
い
て

い
る
（
朝
山
憲
治
「
我
が
武
蔵
山
を
始
め
て
知
つ
た
話
」、『
武
蔵

山
』
創
刊
号
、
二
二
頁
、
武
蔵
山
会
、
一
九
三
一
年
五
月
）。

　
　
　

明
治
神
宮
競
技
大
会
は
、
第
一
回
が
一
九
二
四
年
十
月
三
十
日
～

十
一
月
三
日
に
開
催
さ
れ
、
第
二
回
が
一
九
二
五
年
十
月
三
十
日

～
十
一
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
大
会
の
時
に
横
山
武
は

出
羽
海
部
屋
に
入
門
し
て
い
る
の
で
、
本
大
会
に
出
場
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
の
は
第
一
回
の
み
で
あ
る
。
郡
や
県
の
予
選
会
な
ら

ば
、
一
九
二
四
年
と
一
九
二
五
年
共
に
出
場
が
可
能
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
（
武
蔵
山
の
談
話
）
な
の
か

一
九
二
五
年
（
会
誌
『
武
蔵
山
』）
な
の
か
、
本
稿
執
筆
時
点
で

は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（
19
）　

前
掲
注
12
「
写
真
自
叙
伝 

武
蔵
山
関
の
巻
」
参
照
。

（
20
）　

前
掲
注
2
横
山
す
ゞ
「
子
を
語
る
」
参
照
。

（
21
）　

管
見
の
限
り
、
入
門
時
期
に
つ
い
て
は
二
説
存
在
し
て
い
る
。
一

九
二
五
年
十
月
説
と
、
同
年
十
一
月
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
左
記

の
記
載
か
ら
、
こ
の
二
説
を
明
確
な
正
誤
で
区
別
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

前
者
は
、
前
掲
注
3
『
読
売
新
聞
朝
刊
』「
武
蔵
山
・
丙
種
の
黒

星
頂
戴
」、
前
掲
注
10
池
田
雅
雄
「
歴
代
横
綱
正
伝
58 

武
蔵
山
武

伝
」、
前
掲
注
18
景
山
忠
弘
・
小
池
謙
一
編
著
『
古
今
大
相
撲
力

士
事
典
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
前
掲
注
18
『
武
蔵

山
』
創
刊
号
中
の
「
武
蔵
山
年
譜
」
や
、
安
藤
安
「
横
山
武
を
武

蔵
山
と
す
る
ま
で
」（
三
三
～
三
五
頁
）
に
て
「
九
月
中
旬
本
人

の
身
柄
を
借
受
け
、
出（

引
用
者
注
：
マ
マ
）

羽
親
方
に
対
面
さ
せ
、
一
週
間
滞
在
中
師

弟
の
意
気
投
合
し
、
同
年
十
一
月
十
四
日
正
式
に
校
長
伯
父
友
人

代
表
に
送
ら
れ
、
目
出
度
出
羽
の
海
部
屋
に
這
入
つ
た
の
で
あ

る
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
　

し
か
し
、
年
譜
や
安
藤
談
が
入
門
時
期
を
十
一
月
と
定
め
る
な
か
、

同
誌
で
亀
井
湘
南
が
「
大
正
十
四
年
十
月
下
旬
本
所
相
生
町
の
出

羽
の
海
部
屋
を
訪
れ
た
私
は
親
方
か
ら
神
奈
川
県
か
ら
仲
々
に
有

望
な
新
弟
子
が
入
門
し
た
と
言
ふ
て
武
蔵
山
た
る
横
山
武
君
を
照

会
さ
れ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
亀
井
湘
南
「
武
蔵
山
出
世
録
と
有

望
力
士
と
云
ふ
事
に
つ
き
て
」、『
武
蔵
山
』
創
刊
号
、
三
一
～
三

三
頁
、
武
蔵
山
会
、
一
九
三
一
年
五
月
）。
つ
ま
り
、
横
山
武
が

出
羽
海
部
屋
に
正
式
入
門
し
た
の
は
十
一
月
だ
が
、
事
前
に
親
方
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令
和
七
年
三
月

を
含
む
部
屋
の
人
間
と
の
面
会
や
、
稽
古
等
の
見
学
や
短
期
滞
在

を
経
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
雑
誌
の
中
で
も
亀
井
湘
南
と

年
譜
・
安
藤
安
で
情
報
が
異
な
る
よ
う
に
、
二
説
存
在
す
る
の
は

こ
う
し
た
状
況
だ
っ
た
故
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

た
だ
し
、「
十
一
月
に
正
式
入
門
し
た
」
と
決
定
づ
け
る
明
確
な

根
拠
は
本
稿
執
筆
時
点
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
付
記
し
て

お
く
。

（
22
）　

横
山
武
（
武
蔵
山
）
の
角
界
入
り
ま
で
の
経
緯
、
特
に
勧
誘
時
の

状
況
に
つ
い
て
は
武
蔵
山
現
役
時
か
ら
様
々
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

関
係
者
の
談
話
に
ブ
レ
が
あ
り
、
確
定
し
き
れ
な
い
。

　
　
　

し
か
し
、
信
憑
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
、
勧
誘
に
赴
い
た

武
隈
と
武
蔵
山
自
身
の
話
を
要
約
す
れ
ば
、
武
隈
以
前
よ
り
既
に
、

①
井
筒
部
屋
の
日
州
山
、
②
振
分
部
屋
の
立
汐
を
後
援
し
て
い
た

鶴
見
の
醤
油
醸
造
業
・
中
西
逸
平
と
鶴
見
の
新
聞
社
・
秋
山
の
両

氏
、
他
に
も
い
く
つ
か
勧
誘
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
も

断
っ
た
と
い
う
。

　
　
　

出
羽
海
部
屋
は
、
武
蔵
山
の
実
家
の
隣
に
あ
る
寺
（
金
蔵
寺
）
の

息
子
が
日
本
大
学
相
撲
部
と
関
係
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
当
時
部
の

師
範
を
し
て
い
た
武
隈
へ
話
が
い
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
中
原
町
の

町
長
・
安
藤
安
氏
が
横
山
武
の
資
質
を
見
込
み
、
五
代
目
出
羽
海

親
方
（
常
陸
山
）
夫
人
へ
直
に
手
紙
を
出
し
た
こ
と
が
横
山
武
を

知
る
契
機
だ
っ
た
ら
し
い
。
武
隈
も
初
回
勧
誘
に
向
か
う
道
中
の

途
中
、
休
憩
で
立
ち
寄
っ
た
矢
上
（
地
名
・
日
吉
村
の
字
）
の
醤

油
醸
造
場
よ
り
横
山
武
家
へ
使
い
を
遣
っ
た
が
、
や
は
り
同
様
に

断
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
武
隈
は
諦
め
き
れ
ず
、
開
発
工
事
や

大
雨
で
ひ
ど
く
状
態
の
悪
い
道
を
な
ん
と
か
通
り
、
横
山
武
家
へ

辿
り
着
い
た
。
実
際
に
対
面
し
何
時
間
・
何
日
に
も
及
ん
で
話
し

た
結
果
、
と
う
と
う
母
す
ゞ
が
折
れ
る
形
で
承
諾
。
横
山
武
も
角

界
入
り
す
る
決
意
を
し
た
と
い
う
流
れ
が
大
筋
の
よ
う
で
あ
る

（
前
掲
注
18
安
藤
安
「
横
山
武
を
武
蔵
山
と
す
る
ま
で
」。
前
掲
注

18
武
蔵
山
武
「
武
蔵
山
縦
横
談
」。「
四
横
綱
・
二
大
関
顔
揃
座
談

会
」、『
相
撲
』
第
三
巻
第
一
号
、
四
～
一
二
頁
、
彦
山
光
三
・
財

団
法
人
大
日
本
相
撲
協
会
、
一
九
三
八
年
一
月
五
日
。
武
隈
勇
治

郎
「
武
蔵
山
を
語
る
」、『
野
球
界
』
第
二
八
巻
第
八
号
、
八
六
～

九
〇
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
八
年
五
月
十
日
）。

（
23
）　

前
掲
注
22
武
隈
勇
治
郎
「
武
蔵
山
を
語
る
」
参
照
。

（
24
）　

出
羽
海
部
屋
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
部
屋
の
歴
史
」（https://

w
w

w
.dew

anoum
i.net/history/

、
二
〇
二
四
年
十
二
月
六
日

最
終
閲
覧
）。

（
25
）　

二
〇
二
四
年
十
二
月
現
在
、
出
羽
海
部
屋
出
身
横
綱
は
、
第
十
九
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第
三
十
三
代
横
綱
・
武
蔵
山
の
足
跡
を
た
ど
る
（
一
）（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

代
横
綱
・
常
陸
山
、
第
二
十
六
代
横
綱
・
大
錦
、
第
二
十
七
代
横

綱
・
栃
木
山
、
第
三
十
一
代
横
綱
・
常
ノ
花
、
第
三
十
三
代
横

綱
・
武
蔵
山
、
第
三
十
七
代
横
綱
・
安
藝
ノ
海
、
第
四
十
一
代
横

綱
・
千
代
の
山
、
第
五
十
代
横
綱
・
佐
田
の
山
、
第
五
十
七
代
横

綱
・
三
重
ノ
海
の
九
名
で
あ
る
（
日
本
相
撲
協
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
歴
代
横
綱
」、https://w

w
w

.sum
o.or.jp/

Y
okozuna/yokozuna/

、
二
〇
二
四
年
十
二
月
六
日
最
終
閲
覧
）。

（
26
）　

前
掲
注
24
出
羽
海
部
屋
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
27
）　

口
絵
写
真
「
角
界
中
興
ノ
祖 

故
出
羽
海
谷
右
衛
門
氏
」（『
出
羽

海
会
誌
』、
正
司
實
男
・
正
司
方
出
羽
海
会
事
務
所
、
一
九
三
六

年
一
月
十
五
日
）。

（
28
）　

前
掲
注
24
出
羽
海
部
屋
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
、「
第

19
代
横
綱　

常
陸
山　

谷
右
衛
門
」（
日
本
相
撲
協
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
「
歴
代
横
綱
」、https://w

w
w

.sum
o.or.jp/Y

oko 

zuna/profile/19/

、
二
〇
二
四
年
十
二
月
六
日
最
終
閲
覧
）。

（
29
）　

口
絵
写
真
「
総
帥 

出
羽
海
梶
之
助
氏
」（『
出
羽
海
会
誌
』、
正
司

實
男
・
正
司
方
出
羽
海
会
事
務
所
、
一
九
三
六
年
一
月
十
五
日
）。

（
30
）　

前
掲
注
24
出
羽
海
部
屋
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
31
）　

相
馬
基
の
司
会
で
武
蔵
山
と
男
女
ノ
川
が
対
談
し
た
「
社
会
人
土

俵
入 

日
の
下
開
山
に
未
練
な
し
」（『
相
撲
』
第
八
巻
第
九
号
、

一
四
六
～
一
五
三
頁
、
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン

社
、
一
九
五
九
年
八
月
十
五
日
）
に
よ
る
と
、
一
九
二
九
年
五
月

二
十
七
日
に
水
交
社
で
行
わ
れ
た
天
覧
相
撲
に
つ
い
て
武
蔵
山
は
、

「（
引
用
者
注
：
新
入
幕
で
）
私
優
勝
し
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
と

き
叱
ら
れ
た
ね
。
親
方
か
ら
、
目
の
玉
か
ら
火
の
出
る
ほ
ど
叱
ら

れ
た
よ
。
こ
の
野
郎
、
遠
慮
し
ろ
っ
て
い
う
ん
だ
」
と
回
顧
し
て

い
る
。
ま
た
、「
沖
津
海
と
の
一
番
に
け
が
し
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
は
一
応
全
快
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
、
玉
錦
君
と
相
撲
と
っ

て
け
が
を
し
た
ん
で
す
よ
。
振
ら
れ
て
肩
が
抜
け
た
ん
で
す
。

《
中
略
》
そ
の
と
き
に
、
私
が
負
け
れ
ば
休
ま
し
て
く
れ
た
ん
だ
。

そ
れ
を
寄
り
倒
し
て
勝
っ
た
ん
だ
な
。《
中
略
》
部
屋
の
親
父
か

ら
、
お
前
相
撲
勝
っ
て
休
む
と
は
ど
う
い
う
わ
け
か
っ
て
い
わ
れ

て
、
と
う
と
う
治
療
で
き
ず
に
巡
業
引
っ
ぱ
っ
て
か
れ
て
、
痛
い

腕
を
ぶ
ら
下
げ
て
無
理
し
た
た
め
に
、
そ
の
傷
が
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。
師
匠
出
羽
海
親
方
の
古

い
指
導
法
に
対
し
て
、
理
論
派
の
武
蔵
山
に
は
納
得
で
き
な
い
思

い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

拳
闘
界
進
出
報
道
や
春
秋
園
事
件
の
遠
因
の
一
つ
と
し
て
、
親
方

と
武
蔵
山
の
師
弟
関
係
を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
32
）　
「
昭
和
天
覧
角
力
」（『
国
際
写
真
情
報
』
第
九
巻
第
六
号
、
石
原
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令
和
七
年
三
月

俊
明
・
国
際
情
報
社
、
一
九
三
〇
年
六
月
一
日
）。

（
33
）　

前
掲
注
10
花
村
哲
夫
「
天
晴
れ
若
き
新
横
綱 

武
蔵
山
の
母
子
愛

涙
話
」
参
照
。

（
34
）　

大
和
球
士
「
土
俵
の
哲
学
―
武
蔵
山
の
ノ
ー
ト
よ
り
―
」（『
相

撲
』
第
六
巻
第
七
号
、
九
六
～
一
〇
一
頁
、
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
五
七
年
四
月
十
五
日
）。

（
35
）　

武
蔵
山
に
よ
る
と
「
私
の
し
こ
名
武
蔵
山
は
、
こ
の
部
屋
の
二
大

先
輩
が
一
人
は
、
常
陸
か
ら
出
た
の
で
常
陸
山
、
他
の
一
人
は
、

栃
木
か
ら
出
た
の
で
栃
木
山
と
、
そ
れ
ぞ
れ
名
づ
け
て
、
共
に
相

撲
界
に
見
事
な
足
跡
を
印
し
た
の
に
あ
や
か
つ
た
も
の
で
す
《
中

略
》
武
蔵
か
ら
出
ま
し
た
の
で
、
武
蔵
山
が
よ
か
ら
う
と
、
師
匠

（
引
用
者
注
：
出
羽
海
親
方
）
が
決
め
て
く
れ
た
の
で
す
」（
前
掲

注
18
武
蔵
山
武
「
武
蔵
山
縦
横
談
」）
と
述
べ
て
い
る
。
加
藤
也

穆
「
五
大
力
士
の
顔
廓 

土
俵
を
下
り
た
彼
氏
等
の
話
」（『
野
球

界
』
第
二
四
巻
第
七
号
、
五
四
～
五
九
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界

社
、
一
九
三
四
年
五
月
十
日
）、
前
掲
注
18
横
川
橋
蔵
「
横
綱
む

か
し
か
ら
今
ま
で 

三
十
三
代
・
武
蔵
山
武
」、
前
掲
注
9
野
宮
明

雄
『
昭
和
の
全
三
役
力
士
略
伝
』
で
も
同
様
の
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　

ま
た
、
安
藤
安
は
出
羽
海
親
方
に
対
し
て
「
私
年
来
の
希
望
通
り

多
摩
川
と
命
名
方
申
込
ん
だ
処
、
十
二
月
に
至
り
御
依
頼
の
名
前

も
よ
い
け
れ
ど
、
目
下
玉
の
川
と
云
ふ
実
例
あ
り
、
誠
に
弱
い

《
中
略
》
武
蔵
の
出
身
だ
か
ら
武
蔵
山
が
一
番
宜
し
か
ら
う
と
の

通
報
で
」
決
ま
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
（
前
掲
注
18
安
藤
安
「
横

山
武
を
武
蔵
山
と
す
る
ま
で
」）。
相
馬
基
も
、「
強
い
有
名
力
士

の
名
を
つ
が
せ
て
ほ
し
い
と
出
羽
海
に
お
願
い
し
た
ら
、
言
下
に

「《
中
略
》
武
蔵
山
と
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
」
た
と
い
う
（
前
掲
注

18
相
馬
基
「
武
蔵
山
逝
く
！
悲
運
の
横
綱
を
悼
ん
で
」）。

　
　
　

一
方
で
、
前
掲
注
10
花
村
哲
夫
「
天
晴
れ
若
き
新
横
綱 

武
蔵
山

の
母
子
愛
涙
話
」、
前
掲
注
10
池
田
雅
雄
「
歴
代
横
綱
正
伝
58 

武

蔵
山
武
伝
」、『
別
冊
相
撲 

春
季
号 

昭
和
の
名
横
綱
シ
リ
ー
ズ
6  

玉
錦
三
右
エ
衛
門
』（
池
田
郁
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン

社
、
一
九
八
〇
年
五
月
二
十
日
）
や
、
前
掲
注
9
前
川
正
男
「
と

う
よ
こ
沿
線
物
語
９ 

日
吉
編
そ
の
１
」
で
は
、
初
土
俵
時
の
み

四
股
名
が
「
多
摩
川
」
ま
た
は
「
玉
川
」
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
36
）　

口
絵
写
真
「
森
厳
」（『
相
撲
』
第
一
巻
第
一
号
、
彦
山
光
三
・
大

日
本
相
撲
協
会
出
版
部
内
相
撲
発
行
所
、一
九
三
六
年
五
月
十
日
）。

（
37
）　

相
馬
基
『
改
定
増
補 

相
撲
百
年
』（
土
子
猛
・
株
式
会
社
時
事
通

信
社
、
一
九
七
〇
年
十
月
一
日
）、『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻

（
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
五
年
四
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月
三
日
）、
土
屋
喜
敬
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
１
７
９
・
相
撲
』

（
一
般
財
団
法
人
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
年
四
月
十
八
日
）。

（
38
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
39
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
40
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
41
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
42
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
43
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
44
）　

前
掲
注
34
大
和
球
士
「
土
俵
の
哲
学
―
武
蔵
山
の
ノ
ー
ト
よ
り
―
」

参
照
。

（
45
）　

口
絵
写
真
「
渦
巻
館
内
」（『
相
撲
』
第
一
巻
第
一
号
、
彦
山
光

三
・
大
日
本
相
撲
協
会
出
版
部
内
相
撲
発
行
所
、
一
九
三
六
年
五

月
十
日
）。

（
46
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
参
照
。

（
47
）　

前
掲
注
37
土
屋
喜
敬
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
１
７
９
・
相
撲
』

参
照
。

（
48
）　

前
掲
注
37
『
近
世
日
本
相
撲
史
』
第
一
巻
、『
近
世
日
本
相
撲
史
』

第
二
巻
（
池
田
恒
雄
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七

七
年
三
月
十
五
日
）
参
照
。

　
　
　

大
日
本
相
撲
協
会
は
、
大
日
本
関
西
角
力
協
会
（
大
日
本
関
西
相

撲
協
会
）
が
大
阪
を
本
拠
に
設
立
（
一
九
三
三
年
二
月
）
さ
れ
た

の
を
機
に
、
関
西
本
場
所
を
中
止
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
六
年

十
月
に
大
阪
市
堂
島
大
橋
北
詰
に
て
松
竹
興
行
会
社
主
催
の
興
行

を
開
催
。
翌
六
月
に
は
、
大
阪
大
国
技
館
落
成
の
こ
け
ら
落
し
と

し
て
第
一
回
大
阪
大
場
所
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
大
日
本

相
撲
協
会
は
関
西
興
行
を
再
開
し
た
。

（
49
）　

前
掲
注
34
大
和
球
士
「
土
俵
の
哲
学
―
武
蔵
山
の
ノ
ー
ト
よ
り
―
」

参
照
。

（
50
）　

渡
邊
光
太
郎
『
昭
和
の
相
撲
史 

戦
前
篇
』（
渡
邊
知
枝
・
渡
邊
藤

子
・
渡
邊
光
彦
、
一
九
八
八
年
七
月
）。

（
51
）　
『
野
球
界
』
第
二
二
巻
第
二
号
（
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九

三
二
年
一
月
十
日
）。

（
52
）　
『
相
撲
』
第
一
巻
第
一
号
（
彦
山
光
三
・
大
日
本
相
撲
協
会
出
版

部
内
相
撲
発
行
所
、
一
九
三
六
年
五
月
十
日
）。

（
53
）　

前
掲
注
10
池
田
雅
雄
「
歴
代
横
綱
正
伝
58 

武
蔵
山
武
伝
」
参
照
。

た
だ
し
、
現
時
点
で
の
典
拠
は
当
該
記
事
の
み
で
、
い
ず
れ
の
新

聞
記
事
な
の
か
未
確
認
で
あ
る
。

（
54
）　

伊
藤
忍
々
洞
「
横
綱
武
蔵
山
再
検
討
」（『
野
球
界
』
第
二
八
巻
第

一
一
号
、
二
七
七
～
二
七
九
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九

三
八
年
七
月
一
日
）、
前
掲
注
２
山
本
義
一
『
古
今
名
力
士
百
傑
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯

　
令
和
七
年
三
月

伝
』
参
照
。

（
55
）　

流
線
型
と
は
、
空
気
抵
抗
を
減
ら
し
て
乗
り
物
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
は
か
る
流
体
力
学
か
ら
生
ま
れ
た
語
で
あ
る
。
こ
れ
を
採
用

し
た
流
線
デ
ザ
イ
ン
の
鉄
道
車
両
が
世
界
的
に
流
行
り
、
日
本
で

も
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
広
ま
っ
た
。
曲
名
や
体
型
を
言
い
表
す
際

に
も
使
用
さ
れ
た
。
武
蔵
山
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
を
流
行
語
の
流
線

型
に
見
立
て
た
の
だ
ろ
う
（
米
川
明
彦
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

新
語
・
流
行
語
辞
典
』、
株
式
会
社
三
省
堂
、
二
〇
〇
二
年
十
月

十
日
）。

　
　
　

具
体
的
に
は
、「
武
蔵
山
の
飛
行
機
昇
進
」（
藤
井
猪
勢
治
「
武
蔵

山
君
足
下
へ
」、『
野
球
界
』
第
二
〇
巻
第
七
号
、
二
六
～
二
八
頁
、

大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
〇
年
五
月
十
日
）、「
流
線
型
的

に
躍
進
し
た
武
蔵
山
」（
十
條
四
郎
「
彼
が
一
旗
挙
げ
る
迄 

ハ
イ

テ
ン
ポ
出
世
力
士 

武
蔵
山
純
情
熱
血
美
談
」、『
野
球
界
』
第
二

五
巻
第
七
号
、
九
九
～
一
〇
四
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一

九
三
五
年
五
月
十
日
）
と
い
っ
た
表
現
で
使
わ
れ
た
。

（
56
）　

前
掲
注
2
日
本
相
撲
協
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
57
）　

前
掲
注
5
木
村
旭
東
「
又
一
人
角
界
に
稀
代
の
大
物
現
は
る
」
参

照
。

（
58
）　

前
掲
注
2
日
本
相
撲
協
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
59
）　

一
九
二
九
年
五
月
の
写
真
番
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
新
入
幕
時

の
武
蔵
山
」
と
し
た
が
、
一
九
二
九
年
一
月
撮
影
の
可
能
性
も
あ

る
。
こ
の
当
時
は
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
同

じ
力
士
写
真
が
使
い
回
さ
れ
る
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
掲
載
・
使
用
時
期
と
撮
影
時
期
と
が
乖
離
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
60
）　

横
山
武
家
の
家
紋
は
「
檜
扇
」
紋
で
あ
り
（
前
掲
注
18
安
藤
安

「
横
山
武
を
武
蔵
山
と
す
る
ま
で
」）、「
丸
に
三
つ
柏
」
紋
は
ス
ポ

ン
サ
ー
で
あ
る
中
西
家
の
家
紋
と
思
わ
れ
る
。

（
61
）　

毎
場
所
後
の
番
付
編
成
会
議
に
お
い
て
新
大
関
・
新
横
綱
が
置
か

れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
場
合
、
日
本
相
撲
協
会
（
当
時
は
大
日
本

相
撲
協
会
）
か
ら
該
当
力
士
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
昇
進
決
定
の

旨
を
通
達
す
る
昇
進
伝
達
式
が
あ
る
。
昇
進
伝
達
式
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
新
番
付
発
表
前
か
ら
該
当
力
士
は
昇
進
位
に
応
じ
た

待
遇
を
受
け
ら
れ
た
。
当
時
の
新
番
付
編
成
会
議
は
毎
場
所
千
秋

楽
当
日
の
夜
に
行
わ
れ
、
通
達
つ
ま
り
昇
進
伝
達
式
は
翌
朝
に
行

わ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
新
聞
記
事
で
も
、

大
日
本
相
撲
協
会
か
ら
昇
進
の
通
達
が
あ
っ
た
力
士
に
言
及
す
る

際
、
昇
進
後
の
位
で
彼
等
を
言
い
表
す
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
本
展
示
で
は
各
位
へ
の
昇
進
通
達
時
の
年
齢
に
て
記
し
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た
。
武
蔵
山
の
場
合
、
大
関
昇
進
の
通
達
は
、
一
九
三
一
年
十
月

二
十
日
で
あ
る
（「
武
蔵
山
一
躍 

大
関
に
昇
進 

記
録
破
り
の
目

ざ
ま
し
い
出
世
」、『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
三
一
年
十
月
二
十
一

日
）。

（
62
）　

武
蔵
山
へ
の
横
綱
昇
進
の
通
達
は
、
一
九
三
五
年
五
月
二
十
一
日

で
あ
る
（
前
掲
注
18
『
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
』）。

（
63
）　

武
蔵
山
の
幕
内
戦
績
は
、
二
百
四
十
五
戦
中
百
七
十
四
勝
で
あ
る
。

う
ち
、
寄
り
切
り
は
三
十
回
、
上
手
投
げ
は
十
六
回
、
下
手
投
げ

は
十
五
回
、
突
き
出
し
は
十
一
回
決
ま
り
手
と
な
っ
た
。
な
お
、

集
計
は
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
で
の
調
査
に
拠
る
。

（
64
）　

前
掲
注
9
野
宮
明
雄
『
昭
和
の
全
三
役
力
士
略
伝
』
参
照
。

（
65
）　

武
蔵
山
武
「
う
つ
か
り
優
勝
し
た
」（『
野
球
界
』
第
二
二
巻
第
二

号
、
四
〇
～
四
一
頁
、
大
橋
進
一
・
野
球
界
社
、
一
九
三
二
年
一

月
十
日
）。

（
66
）　
「
本
社
の
優
勝
額
と
大
銀
盃
を
獲
得 

祝
福
さ
れ
る
武
蔵
山
」（『
時

事
新
報
』
一
九
三
一
年
五
月
二
十
五
日
）。

　
　
　

な
お
、
当
該
記
事
の
原
資
料
は
、
寺
田
秀
治
氏
よ
り
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
『
昭
和
六
年
切
抜
』
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、

一
九
三
〇
年
十
二
月
～
一
九
三
一
年
十
二
月
ま
で
の
、
東
京
・
大

阪
を
中
心
と
す
る
新
聞
の
相
撲
記
事
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

縦
四
七
・
二
セ
ン
チ
×
横
五
八
・
三
セ
ン
チ
×
幅
四
・
八
セ
ン
チ

の
冊
状
で
、
全
一
〇
八
頁
、
記
事
総
数
は
一
八
〇
〇
以
上
に
の
ぼ

る
。
昭
和
前
期
の
相
撲
報
道
が
如
実
に
分
か
る
、
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

（
67
）　
「
優
勝
に
輝
く
武
蔵
山
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
五
月

二
十
五
日
）。
当
該
記
事
の
原
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
66
を

参
照
。

（
68
）　

会
則
に
よ
る
と
、
武
蔵
山
会
に
は
会
長
一
名
と
顧
問
及
び
幹
事
若

干
名
を
置
く
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
誰
が
任
命
さ
れ
て
い
た
の

か
は
資
料
不
足
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

（
69
）　
『
武
蔵
山
』
創
刊
号
、
武
蔵
山
会
、
一
九
三
一
年
五
月
。

（
70
）　
『
武
蔵
山
』
創
刊
号
で
は
、「
次
号
は
来
春
場
所
に
発
行　

原
稿
締

切　

十
二
月
一
日
」
と
予
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
第
二
号
の
原
稿

も
集
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
号
は
こ
れ
ま
で
に

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
翌
年
の
一
九
三
二
年
一
月
に
起
き
た
春
秋

園
事
件
が
原
因
で
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
71
）　

福
田
蘭
堂
作
曲
の
楽
譜
は
未
発
見
で
あ
る
。

（
72
）　

口
絵
写
真
「
★
近
況
と
し
て
」（『
武
蔵
山
』
創
刊
号
、
武
蔵
山
会
、

一
九
三
一
年
五
月
）。

（
73
）　
「
武
蔵
山
引
退
披
露
大
相
撲
」（『
読
売
新
聞
朝
刊
』
及
び
『
東
京
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『
大
倉
山
論
集
』
第
七
十
一
輯

　
令
和
七
年
三
月

朝
日
新
聞
朝
刊
』
一
九
四
〇
年
四
月
十
七
日
）。

（
74
）　
「
武
蔵
山
の
引
退
相
撲
」（『
読
売
新
聞
』
神
奈
川
版 

一
九
四
〇
年

五
月
三
日
）。

（
75
）　

口
絵
写
真
「
昭
和
四
年
五
月
場
所
入
幕
祝
ひ
と
し
て
神
奈
川
県
武

蔵
山
後
援
会
よ
り
贈
り
し
も
の
（
雲
龍
図
・
飯
田
九
一
氏
筆
）」

（『
武
蔵
山
』
創
刊
号
、
武
蔵
山
会
、
一
九
三
一
年
五
月
）。

（
76
）　

武
蔵
山
を
応
援
し
て
い
た
組
織
名
と
し
て
、「
神
奈
川
県
武
蔵
山

後
援
会
」、「
武
蔵
山
会
」、「
武
蔵
山
後
援
会
」、「
後
援
会
」
を
資

料
中
で
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
同
一
組
織
を
さ
す

の
か
否
か
。
同
一
組
織
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
い
つ
名
称
を
変

更
し
た
の
か
。
別
組
織
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
実
態
は
ど
の
よ

う
に
異
な
っ
て
い
た
の
か
。
前
掲
注
68
と
同
様
に
資
料
不
足
の
た

め
、
現
時
点
で
不
明
な
点
が
多
い
。

（
77
）　
「
未
練
は
つ
き
ぬ 

こ
の
化
粧
回
し 

打
棄
り
食
つ
た
武
蔵
山
び
い

き
」（『
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
』
一
九
三
二
年
一
月
十
五
日
）。

（
78
）　
「
新
興
力
士
団
を
脱
走
し
た
武
蔵
山
の
心
境
は
？
」（『
横
浜
貿
易

新
報
』
一
九
三
二
年
一
月
十
四
日
）。

　
　
　

注
76
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
武
蔵
山
を
応
援
し
て
い
た
組
織
名
が
数

通
り
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
化
粧
廻

し
の
贈
呈
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
化
粧
廻
し
本
体
に
は
「
武
蔵

山
会
」
と
刺
繍
さ
れ
て
い
る
が
、
新
聞
記
事
で
は
「
武
蔵
山
後
援

会
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
組
織
名
の
表
記
が
不
一
致
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
記
事
の
掲
載
後
ま
も
な
く
武
蔵
山
は
大
日
本
相
撲
協
会
へ

復
帰
し
た
が
、
は
た
し
て
記
事
の
通
り
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
の

か
は
未
確
認
で
あ
る
。


